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貧困の発見 



子どもの７人に１人は貧困 
子どもの貧困は子育て世帯の貧困 
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1990年代から子どもの貧困率が急上昇 
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「子どもの貧困」 /阿部彩（P52） 



子どもの貧困の特徴 
● 相対的貧困 

● 自己責任論を持ち込ませない 

● 母子世帯の貧困率が際立って   

   高い 



「子どもの貧困」 /阿

部彩（P56） 構成(%) 貧困(%) 

両親と子のみ世帯 63.2 11 

三世代世帯 28.5 11 

母子世帯＊１ 4.1 66 

父子世帯＊１ 0.6 19 

高齢者世帯＊2 0.1 － 

その他の世帯 3.4 29 

＊1 親1人と20歳未満の子のみの世帯 
＊2 高齢者世帯は標本数が15と少ないため統計的に有意な貧困率の推計は不可。P<0.001 
出所：「国民生活基礎調査2004年版」より筆者推計 



「子どもの貧困」 
/阿部彩（P96） 

政府介入後 
のほうが 
貧困率が 

高まっている！ 
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出所：OECD（2005） 
図3-4 子供の貧困率（2000年） 



子どもの貧困対策の推進 
に関する法律 

2014年８月29日 
子供の貧困対策に関する大綱閣議決定 
子供の貧困対策の推進｜政策統括官（政策調整担当）-内閣府(cao.go.jp) 

https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/index.html 

2013年 



対策の成果 

● 証拠に基づく政策立案が行われた 

● 子どもの貧困率が下がってきた 

● 民間の取り組みが充実 



対策の課題 
● 子どもの貧困率の改善の一方で 
   実感や関連指数との乖離がある 

● 現物給付に偏っている 

● 子どもの幸福という観点があるのか 

● 2008年に貧困だった子どもは 

 



子どもの貧困を考える 
うえで持つべき視点 

● 子ども自身では意見表明ができない 

● 子どもには適応力がある 

● 全ての大人はかつて子どもだった 

● 子どもは少数派である 


